
　　                           ４  つ  の  知  恵  者
                                                   箴 言 に 啓 示 さ れ た ”イ ス ラ エ ル の 残 り の 者 ”   

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聖書は【新改訳 2017】から引用しています。

  ベレーシート  　

箴言は知恵の書とも呼ばれ、人に知恵と訓戒を与えるために書かれました。特に「浅はかな者を賢くし」、

「若い者に知識と思慮を得させる」ためであることが、その冒頭で語られています。 

しかし、この知恵は単なる人生訓のようなこの世の知恵ではなく、神を畏れ、神を深く知っていくための

知恵であることも併せて記されています。

「知恵」という言葉は、ヘブル語の「 ה מָ כְ ホフマー」で、それが箴言の中で女性名詞として擬人化さ חָ

れて使われています。

さらに、この「知恵」が天地創造の前から実際に存在し、御父とともに、創造の御業をなされたことが書

かれているのです。
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　　「主は、ご自分の働きのはじめに、 
　　そのみわざの最初に、わたしを得ておられた。
　　わたしは、大昔に、初めに、大地の始まりの前に、立てられていた。」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 箴言 8：22-23

　　
　　「 わたしは神の傍らで、これを組み立てる者であった。
　　わたしは毎日喜び、いつも御前で楽しんでいた。」 箴言 8：30

これらことから、この「知恵」は受肉前のイェシュアのことであると考えられます。

人が神を知るための知恵、それはイェシュアを通して与えられるものであり、人はイェシュアの霊を内に

宿して初めて、知恵を得て神を知り、神の奥義を悟る者になると言うことができます。

  恵みと嘆願の霊  

今の時代、イェシュアを信じた者の内に聖霊が宿り、その働きによって神を知る者とされているのが教会

エックレーシアです。
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このことが終りの時代には、御民イスラエルの上に起こります。

獣と呼ばれる反キリストによってもたらされる大患難の中で、神がイスラエルに恵みと嘆願の霊を注がれ

る時、彼らは神を呼び求め、神を知る者へと変えられるのです。

「シオンの子らよ。あなたがたの神、主にあって、楽しみ喜べ。主は、義のわざとして、初めの雨を与え、

かつてのように、あなたがたに大雨を降らせ、初めの雨と後の雨を降らせてくださる。」  ヨエル 2：23

雨とは聖霊の傾注のことです。それが初めと後に２度注がれます。

初めの雨とは 2000 年前のペンテコステの日に教会に注がれた聖霊のことで、

後の雨とは、終りの時にイスラルに注がれる聖霊、恵みと嘆願の霊です。

     「夏の雪、刈り入れ時の雨のように、 

      誉れは愚かな者にふさわしくない。」　 箴言 26:1 
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「夏の雪」と「刈り入れ時の雨」はパラレリズムで、

「夏」と「刈り入れ時」が同義、「雪」と「雨」が同義です。

ヘブル語は、同じ語根（ヘブル文字列）を持つ語彙同志に共通の概念が含まれ、それぞれが密接な関連性

を持っています。  次の箇所に同じ「夏」が使われています。

「神である主は私に示された。そこには一かごの夏の果物があった。

主は言われた。「アモス。何を見ているのか。」私が、「一かごの夏の果物です」と言うと、

主は私に言われた。「わたしの民イスラエルに終わりが来た。

わたしはもう二度と彼らを見過ごさない。」　アモス書 8:1-2 

神はアモスに「何を見ているのか。」と問いかけられます。

神は預言者たちが、ご自分のご計画やビジョンと同じものを見ることを望んでおられるからです。

　　　　　夏 ＝ יִץ ץ ＝ カイツ　　　　　終り  קַ ケーツ  קֵ

ここに「夏」と「終り」を表すヘブル語「カイツ」と「ケーツ」が同じ語根からなり、神は「夏」を「終
り」の意味として語られていることが分かります。
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箴言に戻ると、「夏の雪、刈り入れ時の雨」とは終りの雨のことで

先に述べた後の雨、つまり恵みと嘆願の霊のことを表しています。

このみ言葉は、文字通りに訳せば、

「夏に雪がふさわしくないように、また、刈り入れ時に雨がふさわしくないように、愚か者に栄誉はふさ
わしくない。」という意味になります。

しかし、神は刈り入れ時にふさわしくない雨を降らせ、愚か者にはふさわしくない栄誉を彼らに与えられ
るのです。  そのことを、この箴言は逆説的に語っているのです。

そこに、彼らイスラエルに対する神の選びと憐れみとが、いかに大きいかが表されています。

恵みと嘆願の霊を注がれて立ち上がるのが、イスラエルの残りの者です。

神は終りの時、収穫のための雨を降らせ、その雨によって神の前に愚かな者であった彼らを神の民として
回復し、彼らに栄誉を与えられます。

この時、彼らの内に「知恵」であるイェシュアが宿り、彼らは神を知る「知恵者」へと造り変えられるの
です。
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  ４ つ の 知 恵 者  

     　「この地上には小さいものが四つある。 

    　 それは知恵者中の知恵者だ。

     　蟻は力のないものたちだが、夏のうちに食糧を確保する。

     　岩だぬきは強くないものたちだが、その巣を岩間に設ける。

     　いなごには王はいないが、みな隊を組んで出陣する。

     　ヤモリは手で捕まえられるが、 王の宮殿にいる。」 　箴言 30:24-28  

イスラエルの残りの者が、この４つの知恵者に譬えられています。

聖書で４は地の四隅を表す数です。

これは、世界に散らされていた彼らが、地の四隅からエルサレムに集められ、

そこで聖霊を受けて、宣教のために再び、地の四隅へと出て行くことを物語っています。
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　➊  蟻　ה לָ מָ ネマーラー　נְ

　「蟻は力のないものたちだが、夏のうちに食糧を確保する。」箴言 30：25　　

ここで、蟻を「力のないものたち」と言っていますが、「ものたち」と訳されたヘブル語の 「ם 「アム  עַ

は人々、民を表す語彙です。

言い換えれば、「蟻は力のない民」だが…となります。

つまり、ここではある人々を蟻に譬えているのです。

彼らは「夏のうちに食料を確保する」とはどんな意味でしょうか？

ここでも「夏」は「終り」の意味で使われており、蟻が夏に食料を集めることは終末の出来事として解釈

できます。

食糧は「 ם חֶ 。レヘム」で、収穫物とも訳せる語彙です  לֶ

つまり、蟻が終りの時に収穫物を確保するという意味になります。
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また、ここで「確保する」と訳されたヘブル語の「 וּן  クーン」は、イザヤ2-2  כּ では「主の家を堅く立て

る」として使われています。

つまり、彼らが主の家を建てるために、収穫物を準備すると解釈できます。

このように考えると、蟻に譬えられた民とは、終りの時代に立ち上がる、

14万４千の「イスラエルの残りの者」と考えられます。

なぜなら、彼らが収穫する大勢の異邦人が、主の家の住人となるからです。

恵みと嘆願の霊によって目が開かれた彼らは、福音を宣べ伝えて、多くの異邦人を神のもとへと導きます。

その異邦人が収穫物であり、ここでいう食糧です。

この箴言は、イスラエルの残りの者が宣教によって大勢の異邦人を収穫する働きを、蟻が群れを成して食

糧を集める姿に譬えて語っているのです。
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箴言 6章にも、同じ蟻が登場します。

   　  「怠け者よ、蟻のところへ行け。そのやり方を見て、知恵を得よ。 

     　蟻には首領もつかさも支配者もいないが、夏のうちに食物を確保し、

     　刈り入れ時に食糧を集める。

     　怠け者よ、いつまで寝ているのか。いつ目を覚まして起き上がるのか。　

     　少し眠り、少しまどろみ、少し腕を組んで、横になる。

     　すると、付きまとう者のように貧しさが、武装した者のように乏しさがやって来る。」　

                                                                                                  　　  箴言 6:6-11 

ここでも同じ内容が語られています。

「刈り入れ時に食糧を集める」とありますから、食糧は収穫物のことであることが分かります。

以下の詩篇にも、そのことが記されています。

「涙とともに種を蒔く者は　喜び叫びながら刈り取る。

種入れを抱え　泣きながら出て行く者は　束を抱え　喜び叫びながら帰って来る。」( 詩篇 126:5-6 )
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聖書はイスラエルに向けて書かれた書物です。ですから、「怠け者よ」とは、神がイスラエル人に向かっ

て語っておられます。

神の選びの民でありながら、神に敵対し、果たすべき務めを怠っている彼らに向かって、終りの日に現れ

る残りの者を引き合いに出し、「怠け者よ、いつまで寝ているのか」「いつ、目を覚まして起き上がるの

か」と叱責しています。

さらに「眠り、まどろみ、横になる」という表現で、神に対する彼らの霊的な貧しさ、乏しさを強調して

語っているのです。

「主のことばが私にあった。「エレミヤ、あなたは何を見ているのか。」私は言った。

「アーモンドの枝を見ています。」

すると主は私に言われた。「あなたの見たとおりだ。わたしは、わたしのことばを実現しようと見張って

いる。」」 エレミヤ 1:11-12  

アモスに語られたように、神は後の時代のエレミヤにも問いかけられます。「何を見ているのか。」と。
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ד 　　　　　 קֵ שָׁ   シャーケード　　⇔　　 ד קַ שָׁ   シャーカド

アーモンドの枝を見ていたエレミヤを、神は「よく見たものだ」と称賛されます。

「アーモンド」のヘブル語 「ד קֵ שָׁ   シャーケード」は、同じ語根の動詞「ד קַ שָׁ   シャーカド」「見張

る」に由来します。

エレミヤが神のご計画の実現を、神とともに見張っていることを神は望まれます。

また、「アーモンド」は「目覚めの木」とも呼ばれ、早々に冬の眠りから目覚めて花を咲かせます。

エレミヤが見ていた「アーモンド」を、神はイスラエルの覚醒を象徴する「目覚めの木」として捉えてお

られたのです。

終りの日に、イスラエルの残りの者が目を覚まして立ち上がることを、神は常に見張っておられるのです。

かつて、アロンの杖が芽を吹き、花をつけ、実を成らせるという奇跡が起こりました。この杖がアーモン

ドの木であり、アーモンドはいのちの回復の象徴です。

イスラエルが目を覚まして神に立ち返り、いのちを回復することを神は待ち望んでおられるのです。
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　❷  岩だぬき　ן פָ שָׁ    シャーファーン　　　　　

終りの時、イスラエルの残りの者は反キリストの迫害によって、エルサレムから逃げ出します。

イェシュアはその時を予告して、次のように語られました。

「それゆえ、預言者ダニエルによって語られたあの『荒らす忌まわしいもの』が聖なる所に立っているの

を見たら──読者はよく理解せよ─ユダヤにいる人たちは山へ逃げなさい。」　　マタイ 24:15-16  

黙示録12：6 には「女(=イスラエル)は荒野に逃れた」とあります。 

エルサレムは山々に囲まれた山岳地帯にありますが、「山へ逃げなさい」の「山」とは、死海を超えたモ

アブやエドムの地域で、かつてエドムの首都であった「 ה רָ צְ ボツラ」（ギリシア語ではペトラ）であ  בָּ

ると推測できます。　聖書の中にこの地名が出て来る箇所があります。

「ヤコブよ。わたしは、あなたを必ずみな集め、イスラエルの残りの者を必ず呼び集める。わたしは彼ら

を、囲いの中（ボツラ）の羊のように、牧場の中の群れのように、一つに集める。こうして、人々のざわ

めきが起こる。」　ミカ 2：12
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「囲いの中」と訳された語彙が、この地名と同じ「ה רָ צְ ボツラ」で、この箇所は「ボツラの羊」とも  בָּ

訳せるのです。

また「ざわめきが起こる」はヘブル語の「הוּם  フーム 」が使われており、この語彙は詩篇55：2 で「泣

き叫ぶ」と訳されています。

イスラエルの残りの者はこのボツラに集められ、そこで「恵みと嘆願の霊」を注がれます。そして、自分

たちが十字架につけたイェシュアこそメシアであったことを悟り、泣き叫ぶことになるのです。

　「岩だぬきは強くないものたちだが、その巣を岩間に設ける。」箴言 30：26　　　とあります。

ここでも、岩間と訳された「ע לַ セラ」は、聖書の中でエドムの首都ペトラを指す実際の地名として使わ סֶ

れており、その場所がまさに ボツラ です。

岩だぬきは 「ן פָ שָׁ   シャーファーン」そして、ここにも「強くない人々」として「ם アム」 が用いら  עַ

れており、これらのことから、岩だぬきがイスラエルの残りの者を表していることが分かります。

「このような人は高い所に住み、

その砦は岩場の上の要害である。

彼のパンは備えられ、彼の水は確保される。」 イザヤ書 33:16  
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ボツラに逃れたイスラエルの残りの者は、この場所で敵の攻撃から守られ、み言葉によって養われます。

「彼のパンは備えられ、彼の水は確保される」とある通り、聖霊を受けた残りの者は、日々み言葉を食べ、

宣教に出ていくために整えられるのです。

「あなたへのしるしは、こうである。

『今年は、落ち穂から生えたものを食べ、二年目は、それから生えたものを食べ、

三年目は、種を蒔いて刈り入れ、ぶどう畑を作ってその実を食べる。』」イザヤ37：30

ここに、そのことが預言されています。

実際に種を蒔いて刈り取るのは３年目で、それまでの２年間はボツラに留まります。

復活のイェシュアは弟子たちに息を吹きかけられた後、40 日にも渡って彼らに姿を現し、彼らに再度御国

の福音を語り、彼らをみ言葉によって養いました。

同じことが、このボツラにおいてイスラエルの残りの者の上にも成されるのです。

このように、残りの者が反キリストの迫害から逃れることが、岩だぬきが敵から身を守るために岩間に巣

を作ることに譬えられています。
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  　  「賢い者はわざわいを見て身を隠し、 

        浅はかな者は入って行って痛い目にあう。」　( 箴言 22:3 )

ここにも、岩だぬきに譬えられた彼らのことが記されています。

賢い者とは、額に神の印が押されたイスラエルの残りの者のことです。

彼らは反キリストによる大患難から逃れ、岩間のボツラに身を隠し守られます。

しかし一方で、「浅はかな者」に譬えられた多くのイスラエル人たちは、

獣に騙され彼に従った結果、大虐殺されてしまうのです。

そのことが、「入って行って痛い目にあう」と表現されています。

「痛い目にあう」はヘブル語の「 נַשׁ 。アーナシュ」で、罰を受けるという意味です  עָ

獣を拝んだ彼らは神の裁きを受け滅ぼされていきます。

「わたしの民イスラエルに終わりが来た。わたしはもう二度と彼らを見過ごさない。

その日には、神殿の歌声は悲鳴に変わる。──【神】である主のことば──　

多くの屍が、いたるところに投げ捨てられる。口をつぐめ。」　アモス 8：2-3

15



獣に従った３分の 2 のイスラエルに対する、神の裁きがここで語られています。

その歴史の中で、神に対して繰り返し偶像礼拝の罪を犯してきたイスラエルが、終りの時に再びその罪を

犯します。

メシア・イェシュアが、「ご自分の民をその罪から救う」（マタイ 1：21）ために来られたにもかかわら

ず、イェシュアを受け入れず、偽物のメシアを拝んでしまった彼らに対して、神は「わたしはもう二度と

彼らを見過ごさない。」と言われるのです。

次の箴言にも同様のことが書かれています。

     「苦難の日に、裏切り者に拠り頼むのは、                                                     

      悪い歯やよろける足を頼みとするようなもの。」( 箴言 25:19  )

苦難の日、大患難時代に、裏切り者である反キリストをメシアと信じて従う者、それは神の裁きを受けて

滅び失せるイスラエルの民のことです。

反キリストを「悪い歯」「よろける足」として表しています。
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　❸  いなご　ה בֶּ רְ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アルベ　אַ

　「いなごには王はいないが、みな隊を組んで出陣する。」箴言 30：27　　

反キリストの迫害によってボツラへと身を隠したイスラエルの残りの者は、

しばらくの間そこに留まりそこでみ言葉によって養われますが、やがて時が来て、彼らは隊を組んで出陣

します。

「全世界に出て行き、すべての造られた者に福音を宣べ伝える」ためにです。

彼らの宣教が、ここで「いなご」に譬えられています。

なぜ、残りの者がいなごに譬えられているかといえば、いなごが作物を食い尽くす様子が、残りの者によ

る凄まじい収穫と重なるからです。

見よ。わたしはあなたを

鋭く新しい両刃の打穀機とする。

あなたは山々を踏みつけて粉々に砕き、

丘を籾殻のようにする。( イザヤ書 41:15  )
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残りの者による収穫がそれほど激しいものであることは、彼らの収穫物が

「数えきれない異邦人」であることに表されています。

蟻に、首領もつかさも支配者もいなかったように、いなごにも、彼らを指揮する王はいません。

しかし、彼らは福音を携えて出て行くのです。

大患難の中、全世界、地の四隅に向って分かれて出て行くのです。

なぜそれができるのでしょうか？

それは、彼ら一人ひとりの内に、彼らの霊の中に、同じ王であるイェシュアが住んでおられるからです。

そして、そこから王の指令が発せられるので、統率が乱れることはありません。

彼らの内に住まわれるイェシュアが、彼らの思いを一つにして種蒔きと収穫という力強い働きを起こさせ

るのです。

「隊を組んで出陣する」とありますが、原語では「分かれて出ていく」です。

「分かれて」にはヘブル語の「 ץ צַ ハーツァツ」が分詞で使われており、その初出箇所は以下の箇所で  חָ

す。

「水飲み場で水を分ける者たちの声を聞いて。そこで彼らは主の義と、イスラエルにいる主の村人たちの

義をたたえる。そのとき、主の民は城門に下って行った。」　 士師記 5:11 
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この箇所は「デボラの歌」と呼ばれる箇所で、女預言者デボラと将軍バラクが、カナンの王ヤビンと将軍

シセラを破った時の勝利の歌です 。

ここでは、その勝利によって取り戻された平穏な生活を喜び、主の義をたたえています。

「水飲み場で水を分ける者たち」とありますが、この「分ける」に「ץ צַ ハーツァツ」が使われていま  חָ

す。水は聖霊のメタファーです。残りの者は宣教によって大勢の異邦人を救いに導きますが、その時、彼

らに聖霊を分け与えます。

つまり、彼らが分かれて出ていくことの目的が、聖霊を分けるためであると解釈できるのです。

   ❹  ヤモリ　ית מִ מָ 　　　　　　　　　セマーミート　שְׂ

　「ヤモリは手で捕まえられるが、王の宮殿にいる。」箴言 30：28　　

「王の宮殿」とありますが、宮殿と訳されたヘブル語は「ל יכָ 。ヘーハール」で神殿のことです  הֵ

神殿は神が人とともに住まわれる場所であり、最初の人アダムが置かれたエデンの園がまさに神殿でした。

アダムが罪を犯した結果、その神殿は失われてしまいましたが、その型として建てられたのが、モーセの

幕屋であり、それがダビデの幕屋、エルサレム神殿へとつながります。
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それらが目指すものは、メシア王国です。

メシア王国は、エデンの園の回復であり、神と人がともに住む神殿、御国の完成です。

このメシア王国を王として統治するのがイェシュアです。

つまり、「王の宮殿」とは「王がいる神殿」メシア王国であると考えられます。

次に、「手で捕まえられる」とはどういう意味でしょうか？

ここではヘブル語の「 שׂ פַ תָּ  ターファス  捕らえる」が 2 人称男性単数の 強意態 で使われており、

「あなたは手でしっかりと捕らえる」と訳せます。

「あなた」とは誰でしょうか？

 

「その日、主は再び御手を伸ばし、ご自分の民の残りの者を買い取られる。

彼らは、アッシリア、エジプト、パテロス、クシュ、エラム、シンアル、ハマテ、

海の島々に残っている者たちである。」イザヤ 11:11

上記の聖句から、「あなた」は「主」を指し、この手が「ヤード・アドナイ」主の御手であることが分か

ります。そして、その手によって捕らえられたのが「イスラエルの残りの者」です。
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未曽有の大患難の中で、神はご自分の民をその御手によってしっかりと捕らえ、救い出されます。これは

神の御手によらなければ決して成し得ない力ある御業です。

神はご自分の民をどこまでも愛され、終りの日に、ついに彼らをご自分の許へと連れ戻されます。

こうして、やもりに譬えられたイスラエルの残りの者は、主の御手によって捕らえられ、王のいる神殿、

メシア王国に住むことになるのです。

「ヤモリ」はヘブル語では 「ית מִ מָ 。セマーミート」で聖書でこの箇所だけに使われている語彙です  שְׂ

この語彙の中に、ים スィーム「置く、任命する」  שִׂ

ת  　　 　　　　　 תָּ マッタート「ささげ物」  מַ

　　　　そして、יִם 。マイム「水」 を意味する３つの言葉が含まれています מַ
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１ 「スィーム」

「主は東の方のエデンに園を設け、そこにご自分が形造った人を置かれた。」創世記 2：8

神が最初の人アダムを造られ、エデンの園に置かれたことが記されています。

ここで「置かれた」と訳さているのが、ヘブル語の「ים 。スィーム」です  שִׂ

「スィーム」は神がある使命を与えて永遠に置くことを意味します。

神の御手によって捕らえられた残りの者は、耕し守る王なる祭司の務めが与えられ、メシア王国に置かれ

ます。

こうしてエデンの園の回復が成されるのです。

2 「マッタート」

「ですから、兄弟たち、私は神のあわれみによって、あなたがたに勧めます。あなたがたのからだを、神

に喜ばれる、聖なる生きたささげ物として献げなさい。それこそ、あなたがたにふさわしい礼拝です。」

ローマ 12：1
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かつては、神に不従順であった彼らが、恵みと嘆願の霊によって新創造され、彼らの心の板に神の律法が

書き記されます。

メシア王国に置かれた残りの者は、自分のからだを生きたささげ物として神に献げ、全き献身をもって神

に仕え、彼らに与えられた務めを全うする者となります。

3 「マイム」

その日、あなたは言う。「主よ、感謝します。あなたは私に怒られたのに、あなたの怒りは去り、私を慰

めてくださったからです。」

見よ、神は私の救い。私は信頼して恐れない。ヤハ、主は私の力、私のほめ歌。私のために救いとなられ

た。

あなたがたは喜びながら水を汲む。救いの泉から。

その日、あなたがたは言う。「主に感謝せよ。その御名を呼び求めよ。そのみわざを、もろもろの民の中

に知らせよ。御名があがめられていることを語り告げよ。

主をほめ歌え。主はすばらしいことをされた。これを全地に知らせよ。

シオンに住む者よ。大声をあげて喜び歌え。イスラエルの聖なる方は、あなたの中におられる大いなる

方。」　イザヤ12：1-6

23



小イザヤ書と呼ばれるこの箇所には、まさに残りの者の思いが書き連ねられています。

姦淫の妻であったイスラエルを、神は決して見捨てることなく、慰め、回復し、救い出してくださいまし

た。その神の計り知れない憐れみを味わった彼らの心に、神へのほめ歌が湧き上がります。

「あなたの中におられる大いなる方」とありますが、「中に」と訳された「ב רֶ ケレヴ」は「ど真ん   קֶ

中」という意味で、人の霊の中に神がおられることを言っています。

御霊が内住されることによって、彼らは「喜びながら救いの泉から 水を汲む」ようになるのです。

イェシュアも次のように語られました。

「しかし、わたしが与える水を飲む人は、いつまでも決して渇くことがありません。わたしが与える水は、

その人の内で泉となり、永遠のいのちへの水が湧き出ます。」ヨハネ4：14

彼らは尽きることのない泉から流れ出る水を汲み、救いの喜びに満たされます。永遠のいのちへの水、そ

れはとこしえの岩である主を知ることの喜びです。
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「ヤモリ」という語彙の中にはこのような意味が含まれており、まさに、メシア王国に住むイスラエルの

残りの者を象徴していると言うことができます。

  メ シ ア 王 国  

メシア王国の住人は、彼らの他に、エックレーシア、旧約の聖徒たち、

そして残りの者が導いた大勢の異邦人です。

この中で残りの者だけが復活のからだを持たず、増え広がるために生身のからだで入国します。

ダニエルは彼らについて、こう預言しています。

「賢明な者たちは大空の輝きのように輝き、多くの者を義に導いた者は、世々限りなく、

星のようになる。」ダニエル 12-3　

ここに「賢明な者たち」とありますが、この賢明な者たちこそ知恵者中の知恵者、イスラエルの残りの者

です。

多くの者を義に導いた彼らは、神の選びの民としてふさわしい働きを成し、神の栄光を表します。

そのことが賢明な者と呼ばれる所以です。
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神が最初に人を造られた時に言われた「産めよ、増えよ、地に満ちよ」という言葉がまさにメシア王国で

実現し、彼らは星の数のように増え広がります。

神は最初から、この事を願っておられました。

人が地に増え広がり、神の御心に従って地を治めることをです。

箴言に次のような言葉があります。　

　　　　

　　正しい人の進む道は、あけぼのの光のようだ。 

　　いよいよ輝きを増して真昼となる。」箴 4:18

「正しい人」とは信仰によって義とされたイスラエルの残りの者です。

彼らが「あけぼのの光のように、輝きを増して真昼となる」とあります。

義と光は同義です。

かつて旧約の時代に神の栄光が、雲や火の柱として、また神殿を包む光となって現れました。「シャハイ

ナ・グローリー」と呼ばれるこれらの現象は、神がそこに住まわれることによって現れます。

住む「כַן 。シャーハン」がその語源です שָׁ
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終りの日には、神は彼らの内に住まわれ、その臨在があけぼのの光のように、シャハイナ・グローリーと

して彼らの内から輝き出るのです。

内なる聖霊が彼らを神の似姿に造り変え、そこに神の栄光を真昼のように輝かせます。

  ベアハリート 

「一つの川がエデンから湧き出て、園を潤していた。

それは園から分かれて、四つの源流となっていた。」創 2:10 

エデンの園から流れ出る川。

そこを流れるのは、イェシュアが、死と復活を通って人に与えるいのちの水です。

神殿であるイェシュアから流れ出たいのちの水は、終わりの時代、イスラエルの残りの者に注がれ、生け

る水の川の源流となって地の四隅に流れ出し、世界中を潤すのです。

イスラエルから流れるいのちの水につながって、全世界の異邦人はその水を受け取り、いのちの祝福に与

ります。
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いのちの水の源泉であるイェシュアを、その腕に抱いて語ったのがシメオンです。

「万民に備えられた救い。」「異邦人を照らす啓示の光。」「御民イスラエルの栄光。」

この預言には、終わりの日に成される神の悲願が語られていました。

異邦人がイスラエルを通して祝福を受け、そこにイスラエルの栄光が現されるのです。

　　　　　　　　　　　   
     三一の神の霊が、私たちの霊とともにあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2026.2.25   火曜 AC　泉　 直
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